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向性を持った 2 種の YBCO 薄膜の特性について述べている。








いたような十分に酸化された YBCO の面間応答の温度変化を説明するためには，常伝導金属層を形成する CuO 鎖の
存在および電子対の対称性を考慮する必要があることを指摘している。
第五章では， YBCO 薄膜のミリ波応答測定から電子対の対称性が， s 波か d 波であるかを調べている。面間磁場侵
入長の温度依存性の測定結果は， d 波の対称性を仮定した理論的計算と一致することを示している。また，面内磁場
侵入長の弱磁場依存性も d 波の対称性を支持することを明らかにしている。このように同一の試料について，独立な











(2) 超伝導状態における YBCO の面内および面間電磁応答を測定し，解析を行い，キャリヤーの伝導は本質的に二次
元的であることを示している。
(3) 最近提案された電子対の対称性の判定法にもとづいて，面間電磁応答から磁場侵入長の温度依存性を導出し，
YBCO では d 波の対称性を持つことを示している。
(4) さらに電子対の対称性の判定の信頼度を高めるため，磁場変調分光法を適用して，電磁応答の外部磁場依存性を
測定している。測定結果から， YBCO の電子対がやはり d 波の対称性を持つことを結論している。
以上のように，本論文は，独自の測定精度の高い分光法を用いて，高温超伝導体 YBCO の超伝導状態における電磁
応答を測定し，キャリヤーの伝導機構および電子対の対称性について知見を得ている。これらの知見および本研究で
確立した電磁応答の測定手法は，応用物理学，特に超伝導物性物理学に寄与するところが大きい。よって，本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
